
Rebro よくある質問 

 

 更新日：2021/04/22 Rebro2021対応  [データリンク]コマンド内の「タイプ」とは何ですか 

Q [データリンク]コマンド内の「タイプ」とは何ですか 
  

A データリンクの[設定]で設定した内容のセットです 
 

[データリンク]ダイアログの[設定]で設定したリンクの対象とキーの設定、セル位置指定の設定をタイプごとにセットで保存

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ表形式でも読み込み用と出力用など、情報が異なる場合、設定を分けて保存することが可能です。 

 [Excel のセル位置制定]を

クリックして設定を確認でき

ます。 

[タイプ]の選択 

[新規]でタイプを新規作成できます。 

[編集]で登録したタイプの削除や並び替えができます。 



Rebro よくある質問 

 

p. 2  [データリンク]コマンド内の「タイプ」とは何ですか 

▼[対象]と[キー]の設定 

 
・[対象]の設定 

Excel に入出力する対象の要素を図面内から絞り込みます。 

[絞り込み対象]から「フロア」「レイヤー」「要素(検索)」ごとに絞り込み、[キーワード]からキーワードの絞り込みをする

ことが可能です。 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・[キー]の設定 

絞り込みした要素と Excelのデータを紐づけするためのキーを設定します。[項目の設定]で追加した項目の中から

キーとなる項目を設定します。 

（キーについては、FAQ「[データリンク]コマンド内の[キー]は何を設定しますか」をご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nyk-systems.co.jp/archives/faq/401


Rebro よくある質問 

 

p. 3  [データリンク]コマンド内の「タイプ」とは何ですか 

▼セル位置指定の設定 

 
Excelの各セルに設定した内容を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●補足説明 

[データリンク]ダイアログの[設定]に設定されている Excelのファイルのパスは、タイプを追加した時のファイルがはじめに

セットされていますが、他の Excel ファイルを指定することができます。セル位置の設定を保存しているため、同じ表形

式の異なるファイルを指定しても、同じ設定で出力と読み込みをすることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excel の各セルに設定した内容

を保存しておくことができます。 

タイプを追加した時のファイルがセットされています。 

他のファイルを選択し、変更が可能です。 

※変更後は、前回使用したファイルが選択されています。 


